
(57)【要約】

【課題】先端近傍部分に形成された湾曲部を容易な操作

で最適の状態に安定して維持することができ、また、把

持対象物を最適な状態に把持した状態を容易な操作で維

持することができる内視鏡用把持鉗子を提供すること。

【解決手段】湾曲操作片１４が湾曲操作ワイヤ６を押し

込む方向に移動したときに湾曲操作片１４に当接して湾

曲操作片１４の移動を規制する螺動湾曲ストッパ２２を

、湾曲操作片１４の進退方向に螺動するように操作部本

体１１に螺合配置し、さらに、鉗子操作片１３が把持鉗

子片３を開かせる方向に移動したときに鉗子操作片１３

に当接して鉗子操作片１３の移動を規制する螺動鉗子ス

トッパ２１を、鉗子操作片１３の進退方向に螺動するよ

うに操作部本体１１に螺合配置する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
可 撓 性 シ ー ス 内 に 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ た 鉗 子 操 作 ワ イ ヤ を 、 上 記 可 撓 性 シ
ー ス の 基 端 側 に 連 結 さ れ た 操 作 部 に お い て 進 退 操 作 す る こ と に よ り 、 上 記 可 撓 性 シ ー ス の
先 端 に 配 置 さ れ た 一 対 の 把 持 鉗 子 片 が 嘴 状 に 開 閉 さ れ 、 上 記 可 撓 性 シ ー ス 内 に 軸 線 方 向 に
進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ た 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ を 、 上 記 操 作 部 に お い て 牽 引 操 作 す る こ と に よ
り 、 上 記 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 近 傍 部 分 に 形 成 さ れ た 湾 曲 部 が 所 定 の 方 向 に 屈 曲 す る よ う に
し た 内 視 鏡 用 把 持 鉗 子 に お い て 、
　 上 記 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 本 体 に 対 し て 、 上 記 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ の 基 端
に 連 結 さ れ た 湾 曲 操 作 片 を 上 記 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 係 合 さ せ る と 共 に
、 上 記 湾 曲 操 作 片 が 上 記 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ を 押 し 込 む 方 向 に 移 動 し た と き に 上 記 湾 曲 操 作 片
に 当 接 し て 上 記 湾 曲 操 作 片 の 移 動 を 規 制 す る 螺 動 湾 曲 ス ト ッ パ を 、 上 記 湾 曲 操 作 片 の 進 退
方 向 に 螺 動 す る よ う に 上 記 操 作 部 本 体 に 螺 合 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 把 持 鉗 子
。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ を 先 端 側 に 押 し 込 む 方 向 に 上 記 湾 曲 操 作 片 を 付 勢 す る 付 勢 手 段 が 設 け
ら れ て い て 、 そ の 付 勢 力 に よ っ て 上 記 湾 曲 操 作 片 が 上 記 螺 動 湾 曲 ス ト ッ パ に 当 接 す る 請 求
項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 把 持 鉗 子 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 操 作 部 本 体 に 対 し て 、 上 記 鉗 子 操 作 ワ イ ヤ の 基 端 に 連 結 さ れ た 鉗 子 操 作 片 が 上 記 鉗 子
操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 係 合 さ れ て い て 、 上 記 鉗 子 操 作 片 が 上 記 把 持 鉗 子 片 を
開 か せ る 方 向 に 移 動 し た と き に 上 記 鉗 子 操 作 片 に 当 接 し て 上 記 鉗 子 操 作 片 の 移 動 を 規 制 す
る 螺 動 鉗 子 ス ト ッ パ が 、 上 記 鉗 子 操 作 片 の 進 退 方 向 に 螺 動 す る よ う に 上 記 操 作 部 本 体 に 螺
合 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 把 持 鉗 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 内 視 鏡 用 把 持 鉗 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 把 持 鉗 子 は 各 種 の 用 途 に 用 い ら れ る が 、 例 え ば 経 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 を 行 う 際 に は 、 切
除 対 象 と な る 粘 膜 部 を 、 高 周 波 ス ネ ア 等 で 緊 縛 し 易 い 状 態 に 引 き 上 げ た 状 態 に 保 持 す る 役
割 を 果 た す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の よ う な 用 途 に 用 い ら れ る 場 合 、 先 端 の 把 持 鉗 子 片 で 把 持 し た 粘 膜 部 を 高 周 波 ス ネ ア
等 に 対 し て 大 き く 引 き 上 げ る た め に は 、 把 持 鉗 子 の 先 端 近 傍 部 分 に 、 手 元 側 か ら 任 意 に 屈
曲 さ せ る こ と が で き る 湾 曲 部 を 形 成 す る の が 有 効 で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 把 持 鉗 子 の 操 作 部 を 操 作 す る 操 作 者 に と っ て 、 粘 膜 部 を 把 持 し た 後 は 把 持 鉗 子 片
を 継 続 し て 閉 じ た 状 態 に 保 つ 必 要 が あ る の で 、 把 持 鉗 子 片 を 閉 じ た 状 態 に 保 つ た め の ス ト
ッ パ を 操 作 部 に 設 け る の が 有 効 で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ８ ９ ４ ７ ５
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ３ ３ ２ ８ ７ ０
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 発 明 の よ う に 先 端 近 傍 部 分 に 単 に 湾 曲 部 を 形 成 し た だ
け で は 、 粘 膜 の 把 持 操 作 等 を 行 う 際 に も 湾 曲 状 態 を 維 持 す る 操 作 を 続 け な け れ ば な ら な い
の で 一 連 の 操 作 を 円 滑 に 行 う の が 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-224392 A 2005.8.25



　 そ こ で 、 把 持 鉗 子 の 操 作 部 に 湾 曲 状 態 を 維 持 さ せ る ス ト ッ パ を 設 け る こ と が 考 え ら れ る
が 、 単 純 に ス ト ッ パ の 類 を 設 け て も 、 今 度 は そ の ス ト ッ パ 操 作 が 面 倒 で 一 連 の 操 作 を 円 滑
に 行 う の が 難 し く な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 把 持 鉗 子 片 を 閉 じ た 状 態 に 保 つ た め の ス ト ッ パ も 同 様 で あ り 、 特 許 文 献 ２ に 記 載
さ れ て い る よ う な 各 種 の ス ト ッ パ を 用 い て も 、 ス ト ッ パ の 移 動 と 固 定 を 別 々 の 操 作 で 行 う
必 要 が あ っ て ス ト ッ パ の 位 置 決 め を す る 操 作 が 面 倒 で あ っ た り 、 ス ト ッ パ の 位 置 決 め 箇 所
が 不 連 続 な た め に ち ょ う ど よ い 位 置 に ス ト ッ パ が 存 在 し な く て 、 把 持 対 象 物 を 適 切 に 把 持
し た 状 態 を 保 つ こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 先 端 近 傍 部 分 に 形 成 さ れ た 湾 曲 部 を 容 易 な 操 作 で 最 適 の 状 態 に 安 定 し
て 維 持 す る こ と が で き 、 ま た 、 把 持 対 象 物 を 最 適 な 状 態 に 把 持 し た 状 態 を 容 易 な 操 作 で 維
持 す る こ と が で き る 内 視 鏡 用 把 持 鉗 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 把 持 鉗 子 は 、 可 撓 性 シ ー ス 内 に 軸 線 方 向
に 進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ た 鉗 子 操 作 ワ イ ヤ を 、 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 側 に 連 結 さ れ た 操 作
部 に お い て 進 退 操 作 す る こ と に よ り 、 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 に 配 置 さ れ た 一 対 の 把 持 鉗 子 片
が 嘴 状 に 開 閉 さ れ 、 可 撓 性 シ ー ス 内 に 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ た 湾 曲 操 作 ワ イ
ヤ を 、 操 作 部 に お い て 牽 引 操 作 す る こ と に よ り 、 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 近 傍 部 分 に 形 成 さ れ
た 湾 曲 部 が 所 定 の 方 向 に 屈 曲 す る よ う に し た 内 視 鏡 用 把 持 鉗 子 に お い て 、 可 撓 性 シ ー ス の
基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 本 体 に 対 し て 、 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ の 基 端 に 連 結 さ れ た 湾 曲 操 作 片 を
湾 曲 操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 係 合 さ せ る と 共 に 、 湾 曲 操 作 片 が 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ
を 押 し 込 む 方 向 に 移 動 し た と き に 湾 曲 操 作 片 に 当 接 し て 湾 曲 操 作 片 の 移 動 を 規 制 す る 螺 動
湾 曲 ス ト ッ パ を 、 湾 曲 操 作 片 の 進 退 方 向 に 螺 動 す る よ う に 操 作 部 本 体 に 螺 合 配 置 し た も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ を 先 端 側 に 押 し 込 む 方 向 に 湾 曲 操 作 片 を 付 勢 す る 付 勢 手 段 が 設 け
ら れ て い て 、 そ の 付 勢 力 に よ っ て 湾 曲 操 作 片 が 螺 動 湾 曲 ス ト ッ パ に 当 接 す る よ う に し て も
よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 さ ら に 、 操 作 部 本 体 に 対 し て 、 鉗 子 操 作 ワ イ ヤ の 基 端 に 連 結 さ れ た 鉗 子 操 作 片 が
鉗 子 操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 係 合 さ れ て い て 、 鉗 子 操 作 片 が 把 持 鉗 子 片 を 開 か
せ る 方 向 に 移 動 し た と き に 鉗 子 操 作 片 に 当 接 し て 鉗 子 操 作 片 の 移 動 を 規 制 す る 螺 動 鉗 子 ス
ト ッ パ が 、 鉗 子 操 作 片 の 進 退 方 向 に 螺 動 す る よ う に 操 作 部 本 体 に 螺 合 配 置 さ れ て い て も よ
い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 湾 曲 操 作 片 が 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ を 押 し 込 む 方 向 に 移 動 し た と き に 湾 曲 操
作 片 に 当 接 し て 湾 曲 操 作 片 の 移 動 を 規 制 す る 螺 動 湾 曲 ス ト ッ パ を 、 湾 曲 操 作 片 の 進 退 方 向
に 螺 動 す る よ う に 操 作 部 本 体 に 螺 合 配 置 し た こ と に よ り 、 先 端 近 傍 部 分 に 形 成 さ れ た 湾 曲
部 を 容 易 な 操 作 で 最 適 の 状 態 に 安 定 し て 維 持 す る こ と が で き 、 さ ら に 、 鉗 子 操 作 片 が 把 持
鉗 子 片 を 開 か せ る 方 向 に 移 動 し た と き に 鉗 子 操 作 片 に 当 接 し て 鉗 子 操 作 片 の 移 動 を 規 制 す
る 螺 動 鉗 子 ス ト ッ パ を 、 鉗 子 操 作 片 の 進 退 方 向 に 螺 動 す る よ う に 操 作 部 本 体 に 螺 合 配 置 す
る こ と に よ り 、 把 持 対 象 物 を 最 適 な 状 態 に 把 持 し た 状 態 を 容 易 な 操 作 で 維 持 す る こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 本 体 に 対 し て 、 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ の 基 端 に 連 結 さ
れ た 湾 曲 操 作 片 を 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 係 合 さ せ る と 共 に 、 湾 曲 操 作 片
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が 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ を 押 し 込 む 方 向 に 移 動 し た と き に 湾 曲 操 作 片 に 当 接 し て 湾 曲 操 作 片 の 移
動 を 規 制 す る 螺 動 湾 曲 ス ト ッ パ を 、 湾 曲 操 作 片 の 進 退 方 向 に 螺 動 す る よ う に 操 作 部 本 体 に
螺 合 配 置 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 さ ら に 、 操 作 部 本 体 に 、 鉗 子 操 作 ワ イ ヤ の 基 端 に 連 結 さ れ た 鉗 子 操 作 片 が 鉗 子 操
作 ワ イ ヤ の 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 係 合 さ れ て い て 、 鉗 子 操 作 片 が 把 持 鉗 子 片 を 開 か せ る 方
向 に 移 動 し た と き に 鉗 子 操 作 片 に 当 接 し て 鉗 子 操 作 片 の 移 動 を 規 制 す る 螺 動 鉗 子 ス ト ッ パ
を 、 鉗 子 操 作 片 の 進 退 方 向 に 螺 動 す る よ う に 操 作 部 本 体 に 螺 合 配 置 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ２ は 内 視 鏡 用 把 持 鉗 子 を 示 し て お り 、 図 示 さ れ て い な い 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ
ル に 挿 脱 自 在 な 可 撓 性 シ ー ス １ は 、 例 え ば 金 属 螺 旋 管 の 外 面 に 網 状 管 と 可 撓 性 外 皮 を 順 次
被 覆 し た 可 撓 管 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 た だ し 、 密 着 巻 き コ イ ル パ イ プ 等 に よ っ て 形 成
し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 可 撓 性 シ ー ス １ の 先 端 近 傍 部 分 に は 、 例 え ば 複 数 の 節 輪 が リ ベ ッ ト 等 で 各 々 回 動 自 在 に
連 結 さ れ た 屈 曲 自 在 な 湾 曲 部 ２ が 形 成 さ れ て い る 。 た だ し 、 湾 曲 部 ２ は い わ ゆ る マ ル チ ル
ー メ ン チ ュ ー ブ 等 で 形 成 し た も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 湾 曲 部 ２ の 先 端 （ 即 ち 、 可 撓 性 シ ー ス １ の 最 先 端 部 ） に は 、 一 対 の 把 持 鉗 子 片 ３ が 嘴 状
に 開 閉 自 在 に 配 置 さ れ て い る 。 ４ は 、 把 持 鉗 子 片 ３ を 開 閉 駆 動 す る た め の リ ン ク 機 構 で あ
り 、 可 撓 性 シ ー ス １ 内 に 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 全 長 に わ た っ て 挿 通 配 置 さ れ た 鉗 子 操 作 ワ
イ ヤ ５ に よ り 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 湾 曲 部 ２ の 先 端 付 近 に は 、 鉗 子 操 作 ワ イ ヤ ５ と は 独 立 し て 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 可 撓 性
シ ー ス １ 内 に 挿 通 配 置 さ れ た 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ６ の 先 端 が 連 結 さ れ て お り 、 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ
６ を 基 端 側 か ら 牽 引 す る こ と に よ り 、 湾 曲 部 ２ が 牽 引 量 に 対 応 す る 角 度 ま で 所 定 の 方 向 に
屈 曲 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 可 撓 性 シ ー ス １ の 基 端 側 に は 、 把 持 鉗 子 片 ３ の 開 閉 操 作 と 湾 曲 部 ２ の 屈 曲 操 作 と を 行 う
た め の 操 作 部 １ ０ が 設 け ら れ て お り 、 可 撓 性 シ ー ス １ の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 本 体 １ １
の 手 元 側 端 部 に は 、 操 作 者 の 第 １ 指 を 通 す こ と が で き る 固 定 指 掛 け １ ２ が 取 り 付 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 操 作 部 本 体 １ １ は 、 加 工 と 組 み 立 て の 都 合 か ら 数 個 の 部 品 を つ な ぎ 合 わ せ て 、 途 中 に ス
リ ッ ト や 孔 等 が 形 成 さ れ た 略 真 っ 直 ぐ な 棒 状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 中 間 部 分 に 、 鉗 子 操
作 片 １ ３ と 湾 曲 操 作 片 １ ４ と が 互 い に 独 立 し て 操 作 部 本 体 １ １ の 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 操
作 部 本 体 １ １ に 直 列 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 な お 、 こ の 実 施 例 で は 鉗 子 操 作 片 １ ３ が 湾 曲
操 作 片 １ ４ よ り 手 元 側 に 配 置 さ れ て い る が 、 逆 に 配 置 し て も 差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 鉗 子 操 作 片 １ ３ に は 前 後 両 端 に 一 対 の 鍔 状 の 突 起 が 形 成 さ れ て い て 、 そ の 間 の 部 分 に 操
作 者 が 第 ２ 指 と 第 ３ 指 を 係 合 さ せ る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 湾 曲 操 作 片 １
４ は 、 牽 引 の み の 操 作 に な る の で 鍔 状 の 突 起 が 一 か 所 だ け に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 鉗 子 操 作 片 １ ３ に は 、 可 撓 性 シ ー ス １ 内 か ら 操 作 部 本 体 １ １ の 軸 線 位 置 を 通 っ て 引 き 出
さ れ た 鉗 子 操 作 ワ イ ヤ ５ の 基 端 部 分 が 連 結 固 定 さ れ て お り 、 矢 印 Ｘ で 示 さ れ る よ う に 、 鉗
子 操 作 片 １ ３ を 操 作 部 本 体 １ １ に 沿 っ て 鉗 子 操 作 ワ イ ヤ ５ の 軸 線 方 向 に 進 退 操 作 す る こ と
に よ り 、 鉗 子 操 作 ワ イ ヤ ５ が 可 撓 性 シ ー ス １ 内 で 進 退 し て 、 矢 印 ｘ で 示 さ れ る よ う に 把 持
鉗 子 片 ３ を 嘴 状 に 開 閉 さ せ る こ と が で き る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-224392 A 2005.8.25



【 ０ ０ ２ ３ 】
　 具 体 的 に は 、 操 作 部 １ ０ の 下 半 部 に 実 線 で 図 示 さ れ て い る よ う に 、 鉗 子 操 作 ワ イ ヤ ５ を
先 側 に 押 し 込 む 方 向 に 鉗 子 操 作 片 １ ３ を 操 作 す る と 先 端 の 把 持 鉗 子 片 ３ が 開 き 、 上 半 部 に
図 示 さ れ て い る よ う に 鉗 子 操 作 ワ イ ヤ ５ を 手 元 側 に 牽 引 す る 方 向 に 鉗 子 操 作 片 １ ３ を 操 作
す る と 把 持 鉗 子 片 ３ が 閉 じ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 操 作 部 １ ０ に は 、 そ の よ う な 鉗 子 操 作 片 １ ３ よ り 先 端 寄 り の 位 置 に 隣 接 し て 、 鉗 子 操 作
片 １ ３ の 端 面 に 当 接 す る こ と に よ り 鉗 子 操 作 片 １ ３ の 押 し 込 み 方 向 へ の 移 動 を 規 制 す る 螺
動 鉗 子 ス ト ッ パ ２ １ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 略 円 筒 状 に 形 成 さ れ た 螺 動 鉗 子 ス ト ッ パ ２ １ は 、 そ の 内 周 部 に 形 成 さ れ た 雌 ネ ジ 部 が 操
作 部 本 体 １ １ の 中 間 位 置 の 外 周 部 に 形 成 さ れ た 雄 ネ ジ 部 と 螺 合 し て お り 、 軸 線 周 り に 回 転
操 作 す る こ と に よ り 操 作 部 本 体 １ １ の 軸 線 方 向 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 螺 動 鉗 子 ス ト ッ パ ２ １ を 矢 印 Ａ で 示 さ
れ る よ う に 適 宜 の 位 置 に セ ッ ト す る と 、 鉗 子 操 作 ワ イ ヤ ５ を 押 し 込 む 方 向 に 鉗 子 操 作 片 １
３ を 操 作 し た 時 に 鉗 子 操 作 片 １ ３ の 端 面 が 螺 動 鉗 子 ス ト ッ パ ２ １ に 当 接 し て 、 把 持 鉗 子 片
３ を そ れ 以 上 開 く こ と が で き な く な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 螺 動 鉗 子 ス ト ッ パ ２ １ は 、 操 作 部 本 体 １ １ の 軸 線 回 り に 回 転 さ せ る こ と に よ り
操 作 部 本 体 １ １ の 軸 線 方 向 に 移 動 （ 螺 動 ） す る の で 、 把 持 鉗 子 片 ３ に 対 す る 当 接 位 置 を 無
段 階 に 調 整 す る こ と が で き 、 把 持 鉗 子 片 ３ を 任 意 の 開 き 角 度 に お い て そ れ 以 上 開 か せ る こ
と が で き な い よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 し た が っ て 、 経 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 等 を 行 う 際 等 に は 、 粘 膜 を 把 持 鉗 子 片 ３ で 把 持 し て
引 き 上 げ た ら 、 螺 動 鉗 子 ス ト ッ パ ２ １ を 螺 動 さ せ て 鉗 子 操 作 片 １ ３ に 当 接 さ せ る こ と に よ
り 、 鉗 子 操 作 片 １ ３ に 指 の 力 を 加 え な く て も 把 持 鉗 子 片 ３ に そ の 閉 じ 状 態 を 維 持 さ せ る こ
と が で き 、 螺 動 鉗 子 ス ト ッ パ ２ １ の 位 置 は 無 段 階 に 調 整 す る こ と が で き る の で 、 把 持 の 具
合 が 一 回 毎 に 相 違 し て も 、 い つ で も 適 切 な 把 持 状 態 に な る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ に 戻 っ て 、 湾 曲 操 作 片 １ ４ に ビ ス 止 め 連 結 さ れ た ワ イ ヤ 連 結 部 材 １ ５ に は 、 可 撓 性
シ ー ス １ 内 か ら 真 っ 直 ぐ に 操 作 部 本 体 １ １ 内 に 引 き 出 さ れ た 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ６ の 基 端 部 分
が 連 結 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 操 作 部 本 体 １ １ の 段 部 と の 間 に 配 置 さ れ た 圧 縮 コ イ ル ス プ
リ ン グ １ ６ に よ っ て 、 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ６ を 常 に 押 し 込 む 方 向 に 湾 曲 操 作 片 １ ４ が 付 勢 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ の 結 果 、 矢 印 Ｙ で 示 さ れ る よ う に 、 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ １ ６ の 付 勢 力 に 抗 し て 湾 曲
操 作 ワ イ ヤ ６ を 手 元 側 に 牽 引 す る 方 向 に 湾 曲 操 作 片 １ ４ を 操 作 部 本 体 １ １ に 沿 っ て 移 動 操
作 す る と 、 矢 印 ｙ で 示 さ れ る よ う に 、 湾 曲 部 ２ が 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ６ の 牽 引 量 に 対 応 す る 角
度 だ け 所 定 方 向 に 屈 曲 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ の 時 の 状 態 が 操 作 部 １ ０ の 上 半 部 に 図 示 さ れ て お り 、 湾 曲 操 作 片 １ ４ か ら 手 を 放 せ ば
、 下 半 部 に 実 線 で 図 示 さ れ て い る よ う に 、 湾 曲 操 作 片 １ ４ が 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ １ ６ の
付 勢 力 に よ り 元 の 待 機 状 態 に 戻 さ れ て 、 湾 曲 部 ２ が 元 の 真 っ 直 ぐ な ニ ュ ー ト ラ ル 状 態 に 戻
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 操 作 部 １ ０ に そ の よ う に 配 置 さ れ た 湾 曲 操 作 片 １ ４ の 先 端 側 に 隣 接 し て 、 圧 縮 コ イ ル ス
プ リ ン グ １ ６ に よ っ て 湾 曲 操 作 片 １ ４ が ニ ュ ー ト ラ ル 状 態 に な る 方 向 に 戻 さ れ る の を 規 制
す る 円 筒 状 の 螺 動 湾 曲 ス ト ッ パ ２ ２ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 螺 動 湾 曲 ス ト ッ パ ２ ２ は 、 そ の 内 周 部 に 形 成 さ れ た 雌 ネ ジ 部 が 操 作 部 本 体 １ １ の 先 端 付
近 の 外 周 部 に 形 成 さ れ た 雄 ネ ジ 部 と 螺 合 し て お り 、 軸 線 周 り に 回 転 操 作 す る こ と に よ り 操
作 部 本 体 １ １ の 軸 線 方 向 に 移 動 （ 螺 動 ） す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ の よ う な 構 成 に よ り 、 湾 曲 操 作 片 １ ４ を 牽 引 操 作 し た 状 態 か ら 螺 動 湾 曲 ス ト ッ パ ２ ２
を 回 転 さ せ て 、 図 １ に 矢 印 Ｂ で 示 さ れ る よ う に 螺 動 湾 曲 ス ト ッ パ ２ ２ を 手 元 側 方 向 に 移 動
さ せ れ ば 、 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ １ ６ の 付 勢 力 に よ っ て 戻 さ れ る 湾 曲 操 作 片 １ ４ の 静 止 位
置 （ 即 ち 、 湾 曲 部 ２ の 屈 曲 状 態 ） を 無 段 階 に 調 整 す る こ と が で き 、 螺 動 湾 曲 ス ト ッ パ ２ ２
か ら 手 を 放 せ ば そ の 時 点 の 調 整 状 態 が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 湾 曲 操 作 片 １ ４ か ら 手 を 放 し て 螺 動 湾 曲 ス ト ッ パ ２ ２ だ け を 回 転 操 作 す る こ と に
よ っ て も 、 湾 曲 操 作 片 １ ４ が 軸 線 方 向 に 微 動 し て 湾 曲 部 ２ の 屈 曲 角 が 調 整 さ れ 、 そ の 状 態
で 静 止 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 し た が っ て 、 湾 曲 部 ２ を 容 易 な 操 作 で 最 適 の 屈 曲 状 態 に 安 定 し て 維 持 す る こ と が で き 、
鉗 子 操 作 片 １ ３ で 粘 膜 の 把 持 操 作 を 行 う 際 に 湾 曲 状 態 を 手 で 保 持 す る 必 要 が な い の で 、 一
連 の 操 作 を 円 滑 に 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 把 持 鉗 子 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 把 持 鉗 子 の 螺 動 鉗 子 ス ト ッ パ と 螺 動 湾 曲 ス ト ッ パ を 各
々 動 作 さ せ た 状 態 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ 　 可 撓 性 シ ー ス
　 ２ 　 湾 曲 部
　 ３ 　 把 持 鉗 子 片
　 ５ 　 鉗 子 操 作 ワ イ ヤ
　 ６ 　 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ
　 １ ０ 　 操 作 部
　 １ １ 　 操 作 部 本 体
　 １ ３ 　 鉗 子 操 作 片
　 １ ４ 　 湾 曲 操 作 片
　 １ ６ 　 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ （ 付 勢 手 段 ）
　 ２ １ 　 螺 動 鉗 子 ス ト ッ パ
　 ２ ２ 　 螺 動 湾 曲 ス ト ッ パ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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动弯曲操作线6的方向移动时，提供了一个螺旋弯曲止动件22，该止动件
22与弯曲操作件14接触以限制弯曲操作件14的运动。 钳子操作片13以沿
进退方向拧入的方式拧入并配置在操作部主体11上，此外，当钳子操作
片13向打开把持钳子片3的方向移动时，钳子操作片13与钳子操作片13
抵接。 在操作部主体（11）上拧有用于限制钳子操作片（13）的移动的
钳子止动件（21），从而能够将钳子操作片（13）沿进退方向拧入。 [选
型图]图1
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